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　Z海洋研究開発機構の調査船により、マリアナ海域ロタ島の北西の海底の水深533ｍで海底火山の

























　2005 年 10 月に、日米合同でマリアナ海域ロタ


















（Nature；vol. 441, 25 May 2006）。今回の噴火観測
によって、十分に深い海底では、大きな噴火が起
こってもその周辺は安全であることが確認された。
　また、NWRota‐1の噴火の始まりは、米国の沿
岸に設置されたハイドロフォンという水中の音を
捉える機器により感知されていた。このように現
在では、海底火山の噴火を監視することも可能に
なっている。今回観察されたマリアナ海域の火山
の北の延長は伊豆・小笠原弧という島弧注２）につ
ながっており、海底火山が多数存在する。首都圏
に近い海底噴火の兆候を知るためには、地震計の
ネットワーク構築と同時に、このような機器の整
備も望まれる。
　地球上の火山活動の大部分が、地球の表面積の
70％を占める海洋、特に大洋中央海嶺で発生して
いる。中央海嶺の噴火は、今回観測された火山よ
りさらに静穏であるが、島弧の海底噴火の際には
巨大な津波が起こる可能性もあり、観測を続ける
必要がある。
注１：2004 年の観測では推進 555mであったが、今回の観
測では 20m以上も浅い 533mになっていた。
注２：島弧　日本列島のように弓なりに張り出した地形。
海洋プレートの沈み込みにより火山や地震の活動が活発な
変動帯である。
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